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図-4 松代藩大坂蔵屋敷立面図
(4)
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右側の土間 ･4畳 ･6畳 ･台所 ･風呂などで構成される
空間が､役所空間に対する留守居の生活空間であろう｡
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用座敷 ･吟味長屋 ･米蔵 ･藩士の住居などがある｡米蔵
は12棟約242坪の規模である｡それに対 し､松代藩蔵屋
敷の敷地は約281坪 (浜地約48坪を含む)で､敷地内に
は役所が1棟あるが､これに留守居住居も含まれている｡
また蔵は3棟あるがその規模は約41坪である｡蔵の規模
が小さいのは収納する品物が米ではなく､紬 ･生糸 ･杏
仁などのため､この程度で対応できたのかも知れない｡
しかし､座敷と長屋は約140坪にもおよび敷地の約半分
を占め､他藩の蔵屋敷との違いが明瞭である｡
明治4年12月に大蔵省は､大阪府に対し蔵屋敷の官収
の通達を出す｡その後多くの蔵屋敷が倉庫会社に転用さ
れたことを考えると､松代藩蔵屋敷の先見性は高く評価
(8)
される｡なお､松代藩蔵屋敷の普請終駕から没収までの
経緯は不明である｡同港蔵屋敷の建設に関わった人物の
追求､仕様帳の分析とともに今後の検討課題としたい｡
本研究にあたり､国立史料館では史料の閲覧などで多
大のご高配を賜りました｡末筆ながら記して厚くお礼申
し上げます｡
註
(1)『大阪編年史第26巻』所収 (大阪市立中央図書館､昭
和53年3月)
(2)小規模 ･遠隔地の藩や回漕量が少ない場合には蔵
屋敷を設けず､｢用聞｣の商人を定めて販売を委託
している｡『大阪府誌第1編』(恩文闇､昭和45年4
月復刻)によると､その数は延享4年で122とほぼ
同数であるが､甲信地域としては､｢甲府城番能勢
因幡守｣が確認されるのみである｡
(3)本稿で用いる史料は､『信濃国松代真田家文書目録
(その5)』(国立史料館所蔵)に収録されている
｢真田家文書｣中の､｢大坂御蔵屋敷買入井普請評議
書類｣で､証文や書状 (写)､評議書頬 (原本)､図
面 (原本)､仕様帳 (原本)などで構成されている｡
書状には写しが多いが､図面頬とともに､同藩蔵屋
敷建設の経緯が窺える貴重な史料である｡本稿では､
これらの史料を用いて分析 ･考察を行う｡
(4)『藩史大事典第3巻』(雄山閣出版､平成元年7月)､
『国史大辞典第3巻』(吉川弘文館､平成4年4月)
(5)『松代藩庁と記録』(国立史料館､1998年3月)
(6)前掲 (2)『大阪府誌第 1編』
(7)内平野町2丁目は､現中央区､網島町は現都島区
に位置し､図-1に示すように､前者は東横堀川､
後者は淀川に近く､ともに水運の便のよい場所であ
る｡
(8)竹越輿三郎 『日本経済史第9巻』(平凡社､昭和10
年8月､127貢)には､｢(前略)五高石以下の大名
の有せし倉庫は､之を 『用所』と称して､蔵屋敷と
は呼ばず｡然れどもその組織に於ては､蔵屋敷と異
なる所なかりき｣とある｡
(9)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け320-成｣
(10)宮本又次 ｢大阪の蔵屋敷と蔵役人｣(宮本又次編
『大阪の研究第3巻』所収､清文堂､昭和44年4月)
(ll)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け320-巳｣
植松他 :松代藩の大坂蔵屋敷
(12)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け319-1｣
(13)『大阪地籍地図』(吉江集画堂､明治44年7月)
(14)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け32ト1｣
(15)この人物の詳細は不明｡
(16)天保8年2月19日に天満の大塩平八郎宅から出
火した火事｡｢大阪今昔三度の大火｣によると､町
数112､家数3389軒が焼失した｡
(17)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け320-丙｣
(18)現東大阪市御厨 (みくりや)0『大阪府の地名』(平
凡社､1988年1月)によると､慶応元年から京都守
護職領となっている｡
(19)錦町2丁目の場所は不明である｡
(20)古屋喜平次の居住地の記載はない｡
(21)江戸時代の河内国における大工の入り込みについ
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ては､拙稿 ｢河州古橋組における入り込みについて｣
(｢大阪市立大学生活科学部紀要第40巻｣1992年)参照｡
(22)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け321-4｣
(23)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け321-6｣
(24)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け32ト13｣
(25)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
によると､関田庄助が明治2年9月28日に ｢恭蔵｣
に改名しているが､前後の経緯から ｢関田荘助｣と
｢関田恭蔵｣が同一人物の可能性がある｡
(26)両者の詳細は不明｡
(27)前掲 (3)『信濃国松代真田家文書目録 (その5)』
所収 ｢け379｣
(28)拙稿 ｢弘前藩の蔵屋敷について｣(｢大阪市立大学
生活科学部紀要第46巻｣1998年)
Summary
TheMatsushiroclanenteredtheOsakamarketin1849,andopenedup goyoba'in1854and1863tostartthe
I
activitiesforselingmerchandise.Theypurchased"yashiki"anditssitelocatedatKitahama1-chomein1867,
andstartedthepreparationsforconstructingkurayashiki.TheconstructioncostswerefinancedbyShogoro
Daito,whowasarichfarmerinMikuriyavilage(KawachiCountry).
Theirconstructionpolicywasthatsomeoftheexistingbuildingsweretoberebuiltandtheotherstobere-
●
palred.Themostremarkabledifferencebetweenthiskurayashikiandonesofotherclanslaylnthatthefor-
merprovidedfewerresidence,officesandwarehousesfortheclan'S●Officers,whileithadmoredrawlngrooms
androwhousestoprovideaccommodationsformerchantsfrom thehomecountry;andthatthewarehouses
werenotusedtostoretheclan'srice,buttoputthosemerchants'products'in.TheMatsushiroclanused
theirkurayashikiforcolectingrentsanddepositchargesinordertoincreasetherevenue.
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